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10 月 21 日～ 12 月５日までの届出分（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

川 口 　 湊
そ う ま

万 （祐一 千絵美) 西泊津

●おくやみ申し上げます

笹 谷 　 悦 子 ８０歳 節婦町

清 川 　 敏 雄 ４４歳 中央町

伊 藤 　 毅 一 ９６歳 緑　丘

坂元　ナヲ子 ９２歳 大　富

赤 石 　 久 夫 ８０歳 万　世

鷹 觜 　 　 保 ６９歳 　泉泉

齊藤　せつ子 ８６歳 節婦町

杉谷　アイ子 ８６歳 節婦町

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

人の

うごき

人　口 5,389 人 （前月比 － 12 人）

　男 2,642 人 （前月比 － ４人）

　女 2,747 人 （前月比 － ８人）

世 帯 2,739 世帯 （前月比 － ８世帯）
（令和２年 11 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 24件（ 28件）

250件（304件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（０人）

３人（９人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

２件（４件）

発生件数

１件（０件）

３件（７件）

区　分

11月

２年１～11月

区　分

11月

２年１～11月

「冬道での交通事故防止」
　○天候・路面状況に応じた運転を　○スピードダウンと慎重な運転を

　○「急」のつく運転操作は危険　　 ○シートベルトの全席着用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　静内警察署
パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

令
和
２
年
12
月
・
３
年
１
月
号（
通
巻
651
号
）

　

第
三
十
話

　

　
「
新
冠
の
ふ
る
さ
と
の
木
～
地
域
の
歴
史
と
自
然
」

（
要
約
文
）

　

新
冠
町
郷
土
資
料
館
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

に
、
「
ふ
る
さ
と
の
木
」
が
あ
り
ま
す
。
新
冠
の

各
地
に
昔
か
ら
生
き
て
い
る
老
木
に
案
内
看
板
を

掲
げ
、
地
域
の
歴
史
と
木
の
関
わ
り
を
知
っ
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
主
な
「
ふ
る
さ
と
の
木
」
に
つ
い
て

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○
ク
ロ
ビ
イ
タ
ヤ
（
中
央
町
）

　

カ
エ
デ
科
の
落
葉
高
木
。
世
界
的
な
植
物
学
の

権
威
で
あ
っ
た
札
幌
農
学
校
（
後
の
北
海
道
大
学
）

の
宮
部
金
吾
博
士
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
植
物
調

査
の
折
に
新
冠
御
料
牧
場
用
地
内
で
こ
の
木
を
発

見
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
種
と
し
て
学
会
に
登

録
さ
れ
、
付
近
の
ア
イ
ヌ
の
人
達
が
「
ク
ロ
ビ
イ

タ
ヤ
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
カ
シ
ワ
（
字
緑
丘
）

　

ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
。
餅
を
包
む
の
に
も
使
わ

れ
る
葉
は
、
冬
に
な
っ
て
も
枯
葉
を
落
と
さ
な
い

の
で
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
緑
丘
は
昔
、
ウ
ン
ネ
ッ

プ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
御
料
牧
場
が
解
放

さ
れ
て
、
多
く
の
人
々
が
入
植
し
開
拓
が
行
わ
れ

た
所
で
す
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
カ
シ
ワ

の
木
が
鬱
蒼
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
深
い
根
を

爆
弾
を
使
っ
て
掘
り
起
こ
す
「
伐
根
」
が
さ
か
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在
残
っ
て
い
る

緑
丘
の
カ
シ
ワ
の
木
は
、
伐
根
さ
れ
な
い
で
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
ミ
ズ
ナ
ラ
（
字
美
宇
）

　

ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
。
ド
ン
グ
リ
の
木
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
の
美
宇
地
区
は
、

御
料
牧
場
の
放
牧
地
の
一
部
で
し
た
が
、
熊
の
出

没
が
多
く
、
放
牧
地
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

明
治
後
期
に
開
墾
の
鍬
が
お
ろ
さ
れ
、
新
冠
町
内

に
お
い
て
も
早
く
か
ら
開
拓
が
行
わ
れ
た
所
で

す
。
こ
の
木
は
、
昔
か
ら
美
宇
に
生
き
て
い
る
大

木
で
、
幾
多
の
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

○
ハ
ル
ニ
レ
（
字
明
和
）

　

ニ
レ
科
の
落
葉
高
木
。「
ア
カ
ダ
モ
」
の
別
名

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
和
地
区
は
、
戦
後
の

御
料
牧
場
解
放
に
伴
っ
て
開
拓
者
が
入
植
し
た
所

で
、
や
が
て
明
和
小
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
こ

の
木
は
、
開
拓
期
の
様
相
を
残
す
と
と
も
に
、
学

校
の
開
校
を
記
念
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
「
ふ
る
さ
と
の
木
」
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
木
を

目
に
し
て
、
歴
史
と
自
然
の
息
吹
を
感
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

明和の「ふるさとの木　ハルニレ」
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